
The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

印
度
學
佛
敏
學
研
究
第
六

十
三

巻
第
二

号

　
平
成
二

十
七

年
三

月

一

七
〇

清
凉
寺
所
蔵
国
宝
十
六

羅
漢
像
「

尊
者
大
迦
葉
」

幅
の

様
式
年
代
に
つ

い

て

高
　
間
　
由

　
香
　
里

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　 SerVlce

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

は
じ

め

に

　

清
凉
寺
に

現
存
す
る

国

宝

十
六

羅
漢
像
は

、

寺
伝
に
よ

れ

ば

寛
和
二

年
（
九

八

七
）
、

齎

然
（

九

三

八

〜
一

〇
一

六
）

が

北

宋
（

九

六

〇

〜

＝

二

七
）

よ

り
請
来
し

た

作
品
と

さ

れ

て

い

る

が
、

『

仁
和
寺
御
日

次

記
』

建
保
六

年
（
一

二
一

八
）

十
一

月

十
日

条
に

は
、

「

戊
寅

、

子
刻
嵯

峨
釈
迦
堂
鞴

凉
、

阿

弥
陀
堂
禰

、

、

塔
婆

、

鐘
楼

、

三

昧
堂

、

　一

切
経

蔵
、

絵
像
十
六

羅

漢
、

往
古

仏

像
、

累
代
宝

物

悉

焼

失
」

（
『

大

日

本

史

料
』

四

編
一

四

冊
八

≡
二

頁）

と

あ
り

、

た

だ

釈
迦
如
来
像
の

み
は

別
当
法
眼

仁
雅
が

抱
え
出
し

た

と
い

う
。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
−）

　
そ

こ

で

先
行
研

究
を

通

観

す
る

と
、

『

國
華
』

（

註
1
 
）

、

瀧

精
一

氏
（
註
1
 ）

は

『

御
日

次

記
』

に

触
れ
ぬ

ま
ま

、

米

澤
嘉

圃
氏
（
註

1
 
 
 
）

や

古
原
宏
伸
氏
（

註
1
 
）

は

こ

の

記

事
に

正

確
性
を
認
め

ず
、

現
存

本
は

寺

伝
通
り
萄

然
将
来
本
で

あ
る

と

断
じ

る

の

に

対
し

、

宮
崎

法
子
氏
（

註

1
 
）

は

中
国
に

お

け
る

羅

漢
図
の

系
譜
を

文
献
上

に

辿
り

、

奇
然
本
の

構
成
や

作
風
は
「

い

わ

ゆ

る

大
和
絵
系
羅
漢
図

に

近

い

構
成
や

作
風
を

見
せ

る

作
品
」

で

あ
っ

た

は

ず
で

、

し

か

も

第

十

六

幅
短
冊
形
記
載
の

尊
者
名
「

大
迦
葉
」

が

玄
奘
訳
『

大
阿
羅
漢
難

提
蜜

多
羅
所
説
法
住
記
』

の

十
六

羅

漢
に

含
ま
れ

な
い

こ

と

か

ら
、

現

存
本
は

元
来
十

八

羅
漢
図
で

あ
っ

た
と
主
張
す
る

。

　
こ

の

際

宮
崎
氏
が

、

「

補

修
や

後
補
は

思
っ

て

い

た

よ

り

ず
っ

と

少

な
い
」

と

し

た

前
提
に

疑
問
を
呈
し

た
の

が

鈴
木

敬
氏
（

註
1
 ）

で
、

本
図
に

「

数
次
に

亙

る

補
修
が

大
々

的
に

行
な
わ

れ
た
」

こ

と

を
想
定

し
、

「

比

較
的

古
い

羅

漢
図

様
に

基
づ

い

て

南

宋
時

代
（

＝
二

七

〜

一

二

七

六
）

創
作
さ

れ

た

羅
漢
図
の

面
影
を
の

こ
」

し
、

「

部
分
的
に

は

原
初
の

状
況
を
窺

知
で

き
な
い

ほ

ど
に

修
補
の

筆
が

加
わ
っ

た

も
の
」

と

反
論
し

て
い

る
。

　

し

か

し

宮
崎

氏
（
註
1
 ）

は
、

さ

ら

に

他
の

諸

作
例
と

様
々

な

要

素
を
比

較
し

、

「

全

体
と

し

て

現
状

で

も
ほ

ぼ

そ
れ

な

り
の

整
合

性
を

持
っ

て
い

る
こ

と

は

明
ら

か
」

と

し

て
、

あ
ら

た

め

て

補
筆
・

補
彩
の

可
能
性
を

否
定
し

、

「

細

部
へ

目

を

移
せ

ば

南
宋
に

引
か

れ
、

空

間
や

全
体
の

構
図

に

目
を
移
せ

ば

北
宋
に

引
か

れ
る
」

こ

と

か

ら
、

十
二

世
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紀
前
半

、

す
な
わ

ち

北
宋
末
期
か

ら

南
宋
初
期
に

置
い

た
。

ま
た

高
崎

富
士
彦
氏
（

註
1
 ）

も
、

「

主

要
な

部
分
は

比

較
的
よ

く
残
っ

て

い

る
」

と

し
て

い

る
。

　
と
こ

ろ

で

私
は

幸
い

に

も
、

広
島
大

学
安
嶋
紀
昭
研
究
室
が

行
っ

た

現
存
本
全

十
六
幅

中
、

第
十
六

（

大

迦

墓

幅
、

第
十
三

（

因

掲
陀
）

幅

に
つ

い

て

の

調
査
に

研
究
員
と

し

て

随

行
を

許
さ

れ
、

こ

れ
を
詳
細
に

観
察
し

、

か
つ

光
画

像
計
測

法
で

得
ら

れ

た

各
種

資
料
を

も
含
め

、

比

較
検
討
す
る

機
会
に

恵
ま
れ
た

。

そ
の

結
果

、

先
学
と

は

か

な
り
異
な

る

見

解
を

得
た

の

で

こ

こ

に

論
述

す
る

。

な
お

、

清
凉

寺
本
は

明

治

四

十

年
旧

法
に

よ

り
、

昭
和
三

十
年
に

は

現
行
法
に
よ

り
国
宝

に

指
定

さ

れ
て

い

る
。

両

幅
の

現

状
と

問

題
点

　

さ
て

両

幅
は

、

共
に
一

枚
絹
か

ら

成
る

掛
幅
仕
立

て

の

絹
本
著
色
画

で

あ
る

。

法
量
は

実
測
で

縦

八

二
・

○
（
二
・

七

こ
、

横
三

六
・

三

（

丁

二

〇
）

 

（
尺
）

に

統
一

さ

れ
、

画
面
上

端
右
側
に

は

尊
者
名
を

書
い

た

同
じ

大
き
さ
の

短
冊
形
が

設
け

ら

れ

て

い

る
。

こ

の

短
冊
形
は

、

他
の

十
四

幅
に

も
同
一

の

書
体
で

、

上
端
左
右
ど
ち
ら
か
に

あ
る

。

　

ま

ず
大
迦
葉

幅
で

は
、

ぼ
こ

ぼ
こ

と
穴
の

開
い

た

如
何
に

も
薄
気
味

の

悪
い

岩
肌
に

囲
ま
れ

、

暗
い

岩
窟
に

羅

漢
が

ひ

と

り
趺
坐

し
て
い

る
。

体
を
や

や

右
に

向
け

、

両
腕
は

下

ろ

し
て

、

膝
の

上

で

左
右
の

掌

を

仰
向
け
に

重
ね
る

。

前

方
へ

と

視
線
を
落
と

す
そ
の

姿
は

肋
骨
が

浮

き
出
る

ほ

ど
痩
せ

、

背
骨
さ

え
も

曲
が
っ

て

い

る

よ

う
に

見

受
け

ら

れ

る

が
、

旺
盛
な
気
力
を

秘

め

て

矍
鑠
と

し

た

老
相

を

示

す
。

頭
部
は

極

端
に

デ

フ

ォ

ル

メ

さ

れ

た
い

び
つ

な
輪
郭
を
有
し

、

白
髪
交
じ

り
の

毛

髪
や

髭
鬚
も
疎
ら

な

が

ら

奔
放
で

、

深
い

影
を
落
と

す
眼
窩
の

奥
に

光

る

青
い

目

が
、

他
者
を
寄
せ

付
け
な
い

厳
粛
な
雰
囲
気
を

醸
し

出

し

て

い

る
。

　
一

方
因

掲
陀
幅
で

は
、

画
面
中
央

、

右
膝
を

立

て

て

岩
場
に

座

す
］

人
の

羅
漢
が

、

左
肘
を

岩
に

預

け
て

寄

り
掛
か

り、

右
手
に
は

鳥
の

羽

根
を

あ
し

ら
っ

た

団
扇
を

弄
び
つ

つ
、

右
下

方
に

視
線
を
投
げ
て

い

る
。

年
寄
り
の

よ

う
で

あ

り
な
が
ら

顔
の

皺
は

目
の

周
囲
に

限
ら

れ
、

側
頭

部
に

は

短
い

も
の

の

髪
が

密
集
し

て

い

て

白
髪
も
な
く

、

む

し

ろ

壮
年

の

様
相
を
呈

す
る

。

眉
間
を
寄
せ
つ

つ

下
唇
を
持
ち
上

げ
て

渋

面
を
作

る

が
、

気
怠

げ
な
目
に

は

力
が

な
く

、

表
情
は

存
外
に

大
人
し
い

。

　
こ

う
し
た

両
像
の

最
も

著
し
い

相
違
は
、

四

肢
の

有
様
が

、

大
迦
葉

で

は

自

然
な

奥
行
を

感
じ

さ

せ

る

の

に

対
し
、

因
掲
陀
は

極

端
に

上

が
っ

た

左
肩

、

位
置
関
係
の

不

明
な
左
足
と
い

う
よ

う
に

、

構
図
上

の

整

合
性
に

大
き
な

開
き

が

認
め

ら

れ

る
こ

と
で

あ
る

。

　
ま
た

、

画

絹
の

組
成
を
比

較
し

て

み

る

と
、

平
均
で
一

 

あ

た

り
、

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
C

因
掲
陀
幅
が

経
四

四

本
、

緯
四

九

越
、

こ

れ

ら
の

交
点
で

あ
る

組
織
点

が
二

一

五

六
点

を

数
え
る

の

に

対
し

、

大
迦

葉
幅
は

経
こ

そ

同
様
に

四

四

本
で

あ

る

が
、

緯
は

九
六

越
と

倍
近
い

密

度
を
誇
り、

組

織
点
も

四
二

二

四

点
と

圧

倒
的
に

良
質
で

あ
る

。

先
学
は
一

様
に

、

現
存
本
が

清
凉
寺
所
蔵
国
宝
十
六

羅
漢
像
「

尊
者
大
迦
葉
」

幅
の

様
式
年
代
に
つ

い

て

（

高
　
間

）

一

七
一

一 723 一
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清
凉
寺
所
蔵
国
宝
十
六

羅
漢
像
「

尊
者
大
迦
葉
」

幅
の

様
式
年
代
に

つ

い

て

（

高
　
間
）

当
初
か

ら
一

具
で

あ
っ

た

と

考
え
て

い

る
。

し

か

し
、

素
材
に
こ

れ

ほ

ど

の

優
劣
が
生

じ
る

の

は

著
し

く
不
可
解
で

あ
り

、

後
補
の

程

度
や

制

作
年
代
で

大
き
く
見
解
が

分
か

れ
る

の

も
、

そ
の

先
入

観
に

問
題
の

根

が

あ
る

の

で

は

あ
る

ま
い

か
。

　

こ

の

疑
問

を
さ

ら
に

助
長
さ
せ

る

の

は
、

短
冊
形
の

輪

郭
線
の

有
様

で

あ
る

。

「

第
十
三

尊

者
因

掲
陀
」

と

の

記

載
あ
る

因

掲
陀

幅
で

は
、

経
に

平
行
に

輪

郭
線
が

引
か

れ

て

い

る

の

に

対
し

、

「

尊
者
大

迦

葉
」

と

の

み

あ

る

大

迦

葉
幅
で

は
、

経
が

捩
れ
て

斜
め

に

走
っ

て

い

る

に

も

拘
わ

ら

ず、

短

冊
形
の

輪
郭
線
は
こ

れ

に

沿
っ

て

曲
が

ら

ず
に

現
在
の

表
具
裂
と

平
行

に

な
っ

て
い

る
。

　

絵
画
の

制
作
手
順
を

顧
み

れ

ば
、

ま

ず
画

絹
を
木
枠
に

張
り

、

こ

れ

を
垂

直
に

立

ち

上

げ
て

画
絹
の

表
裏
か

ら

線
描
や

彩
色
を

施
す

。

全
て

を

描
き

終
わ
っ

て

初
め

て

木
枠
か

ら

外
し

、

裏
打
ち
を
経
て

表
具
を
装

う
。

従
っ

て

制
作
当
初
に

短
冊
形
を

設
け
れ

ば
、

必
ず
や

因

掲
陀

幅
の

よ

う
に

、

絹
糸
に

対
し

て

垂
直
水
平
を

保
つ

は

ず
で

、

大
迦
葉
幅
の

よ

う
に

絹
糸
の

方
向
性
を
無
視
し

た

状
態
は

、

あ
る

程
度
画
絹
の

窶
れ

が

進
行
し
た

後
に

し

か

起
こ

り
得
な
い

。

　

し
か
も

、

両
幅
の

書
体
が

同
一

と
い

う
こ

と

は
、

因

掲
陀
幅
の

制
作

時
に

、

大
迦

葉
幅
に

初
め

て

短
冊
形
を

設
け

、

尊
者
名
を
加

筆
し

て

本

来
一

具
の

体
裁
を

取

り
繕
っ

た

と

し

か

考
え
ら

れ

な
い

。

「

尊
者
大

迦

葉
」

だ

け
が
、

他
の

十
五

幅
の

よ

う
な

尊

者
の

番

号
を

持
た

な

い

の

は
、

恐
ら
く

大
迦
葉
と

し

て

清
凉
寺
に

伝
来
し

て

い

た
こ

の
一

幅
に

、

一

七
二

あ
る

時
期

、

他
の

十
五

幅
を

合
わ

せ

た

証
左
と

見

做
さ

れ

る

訳
で

あ

る
。

そ

の

時

期
に
つ

い

て

は
、

残
り
の

十
四

幅
を

実
見
し

て

い

な
い

今
、

軽
々

に

論
じ

る

こ

と

は
避

け
た
い

。

大
迦

葉
幅
の

表
現
と

技

法

　
大
迦

葉
は

、

裳
を

穿
い

て

大

衣
を

纏
い

、

平
ら
な
岩
上

に

干
し

草
を

敷
い

て

趺
坐

し
て

い

る
。

そ
の

肉
身
は

、

墨
線
で

輪
郭
を

下
描
き

し

た

後
、

絹
の

表
裏
か

ら

厚
く
黄
土

を
施
し
て

い

る

が
、

X
線
写
真
に

よ

れ

ば

こ

の

時
、

絹
裏
か

ら

は

輪
郭
線
よ

り

や

や

内
側
に

留
め

、

絹
表
か

ら

輪
郭
線
ぎ
り
ぎ

り
に

ま

で

塗
る

、

と

い

う
よ

う
に

、

表
裏
で

塗
り
方
に

差
が

あ
る

こ

と
が

判
じ

ら

れ

る

が
、

こ

う
し

た

手
馴
れ
た

技
法
は

、

肉

身
ば

か

り
で

な

く
大
衣
な

ど

を

含
め

た

全

身
に

及
ん

で

い

る
。

　

次
に

、

細
く
鋭
い

墨
線
で

目

鼻
立

ち
や

皺
を
丹
念
に

描
き
込
み

、

上

か

ら

全
面
に

淡
く

、

臙
脂
の

よ

う
な

紫
系
有
機
色
料
を
掃
い

て

黄
褐
色

の

肌
に

血

色
を

表
す

。

さ

ら

に
、

眼

窩
や

頗
の

肉
の

凹
み

、

口

周
り
や

首
筋

、

胸
に

走
る

皺
に

は

細
か

く
淡
墨
に

よ

る

暈
を
入
れ

、

最
後
に

朱

線
で

輪
郭
を
描
き
起
こ

す
の

で

あ
る

。

こ

こ

で

特

徴
的
な
の

は
、

額
や

喉
、

胸
の

皺
に

顕
著
な

よ

う
に

、

通

常
は

下

描
き
の

墨

線
を

隠
す
よ

う

に

引
か

れ

る

描
き
起
こ

し

の

朱
線
が

、

必
ず
し

も
墨

線
と
重
な
っ

て

い

な
い

こ

と

で
、

結
果
的
に

赤
と

黒
ふ

た
つ

の

輪
郭

線
が

存
在
し

て

い

る

こ

と

で

あ
ろ

う
。

　
こ

の

場
合

、

朱
線
は

ど

の

箇
所
に

お
い

て

も

均
一

な
太
さ
と

速
度
を
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保
っ

て

お

り
、

一

般

的
な

仏
画
の

仕
上

げ
線
と

同
様
に

見

倣
し

得
る

が
、

墨

線
は

、

例
え
ば

額
の

皺
な

ど

で

は

震
え
る

よ
う
に

揺
れ

た

線
を

用
い

る

な

ど
、

描
く
対
象
に

応
じ

て

線
描
に

変
化
を
付
け

て
い

る
。

つ

ま

り
、

墨
線
は

単
な

る

下

描
き
で

は

な

く
、

立

体
感
や

奥
行
の

表
出
の

た

め

に

積
極
的

に

残
さ

れ
た

、

一

種
の

陰

影
表
現
と

考
え
ら
れ

る
の

で

あ

る
。

　
こ

の

よ

う
な

意
識
は

、

大
衣
の

輪
郭
線
や

衣
文

線
で

は
一

層
顕
著
と

な

る
。

赤
外
線
写

真
を
参
看
す
る

と
、

例
え
ば

左
袖
口

の

輪
郭
線
に

確

認
で

き
る

よ

う
に

、

ひ

と
つ

の

線
の

な
か

に

濃
淡
が

生

じ

て

い

る
。

画

家
は

、

墨

線
で
一

通
り
の

輪
郭
を

取
っ

て

お

き
、

こ

れ

に

太
さ
や

抑
揚

を

加
え
る
べ

く
、

部
分
的
に

墨
線
を
引
き
重
ね
た
の

で

あ

る
。

こ

う
し

て

出
来
た

鋭
い

打
ち
込
み

や

掠
れ
が

、

布
の

重
み

や

畳

み

具
合
を
巧
み

に

表
し

、

本
図
の

実
在
感
に

大
い

に

寄
与
し

て

い

る

と

言
え
る

。

　
面

貌
表
現
で

は
、

両
眼
は

肉
身
と

な
べ

て

黄
土

を
塗
り

、

白
眼
全

体

に

は

淡
く
朱
の

暈
し

を

入

れ

て
、

老
人

特
有
の

濁
っ

た

眼
球
を

表
し

て

い

る
。

し
か

し

黒
眼
は

、

や
や

暗
め

な

が
ら

際
立
つ

白
群
の

虹
彩
と

、

焦
墨
に

よ

る

輪

郭
や

瞳
孔
が

し
っ

か
り
と
し
た

存
在
感
を
誇
り

、

捲
れ

て

内
側
の

赤
い

肉
が

露
出
し
た

目
頭
の

下
部

、

弛
ん

で

覆
い

被
さ

る

皮

膚
を

示
す
長
い

上

瞼
、

太
い

睫
毛
や

眼
窩
周
辺
の

墨
暈
な

ど

と

相
俟
っ

て
、

凄
味
の

あ
る

眼
力
を

見
事
に

強
調
し
て

い

る
。

　

鼻
梁
は

長
く
鼻
頭
が

尖
り、

小

鼻
も

大
き

く
角
張
る

。

鼻
梁
に

沿
っ

て

眉
間
近

く
に

入

れ

る

短
い

縦
皺
や

、

焦
墨

線
を
加
え
る

鼻
腔
な
ど

、

見
逃
し
が
ち
な
何
気
な
い

表
現
を
さ

ら

り
と
こ

な
す
画
家
の

技
量
は

秀

逸
の
一

言
に

尽
き

よ

う
。

一

様
に

濃
い

上

唇
に

対
し

て

下
唇
は

内
側
を

暈
し

、

そ
の

濃
淡
に

よ
っ

て

前
後
関

係
を

表
す
の

も
心

憎
い

。

　

毛

髪
や

眉
、

髭

鬚
は

、

極
細
の

均
一

な

墨
線
と

鉛

系
白
色

顔
料
の

線

と
で

白
髪
交
じ

り
に

す
る

が
、

そ
れ
ら
が

斑
に

生

え
伸
び

る

様
子
は

異

様
で

す
ら
あ
る

。

た

だ
、

金
泥
に

よ

る

耳
環
の

輪
郭
線
は

辿
々

し
く
全

体
を
後
補
と

で

き
る

が
、

そ
の

事
実
を

隠

す
た

め

に

加
え

ら

れ

た

毛

髪

や
髭
鬚
の

太
く
鈍
い

線
が

、

印
象
を

損
ね
て

い

る

の

が

惜
し

ま

れ

る
。

　

大
迦
葉
の

纏
う
大
衣
の

表
地
は

、

絹
裏
か
ら
は

鉛

系
白

色
顔

料
を
、

絹
表
か

ら

は

黄
土
を
そ

れ
ぞ
れ

淡
く
施
し
て

い

る

が
、

敢
え
て

彩
色
を

控
え
た

の

は
、

前
述
の

線
描
の

効
果
を
最
大
限
に

生

か

す
た

め

で

あ
ろ

う
。

こ

の

上

か

ら

衣

文
線
に

従
っ

て

や
や

暗
い

白
群
に

よ

る

暈
を
入

れ
、

細
く
均
質
な
墨
線
で

宝
相
華
唐
草
文
を

散
ら

す
。

】

瞥
の

限
り
で

は

変
色
し

た

銀
切
金
と

も
見
紛

う
硬

質
な

印
象
を

受
け

る

が
、

赤
外
線

に

く
っ

き

り
と

反

応
し

、

か
つ

X
線
を
全
く
吸
収
せ

ず
、

僅
か

な

打
ち

込
み

が

あ
る

箇
所
も
認
め

ら

れ
て

墨
線
と

判
断
で

き
る

の

で

あ
る

。

肉

身
、

衣
文

、

文
様
と

、

筆
先
一

つ

で

様
々

な
質
感
の

描
き
分
け
を

可

能

と

す
る

技
量
に

は
、

筆
を

生

み

出

し

た

大
陸
文
化
の

面
目

躍
如
た
る

も

の

が

如
実
に

感
じ

取
れ

る
。

　
こ

れ

に

比
べ

る
と

裳
の

金
泥

に

よ

る

花
文
は

如
何
に

も
稚

拙
で

、

線

質
も

弱
々

し

く
、

干
し

草
の

輪
郭
の

金
泥
線
と

と

も
に

明
ら

か
な
後
補

と

判
る

。

こ

れ
ら
金

泥
の

線
質
が

、

因
掲
陀
幅
制
作
当
初
の

金
泥
線
と

清
凉
寺
所
蔵
国
宝

十
六

羅
漢
像
「

尊
者
大
迦
葉
」

幅
の

様
式
年
代
に

つ

い

て

（

高
　
間
）

一

七
三
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清
凉
寺
所
蔵
国
宝
十

六
羅
漢
像
「

尊
者
大

迦
葉
」

幅
の

様
式
年
代
に
つ

い

て

（
高
　
聞）

同
一

で

あ
る
こ

と

に

も
注
目

し

て

お
き

た
い

。

裳
の

地
色
は

白
緑
の

裏

彩
色
で

、

絹
目
の

問
か

ら

窺
わ

れ

る

そ

れ

に

も
薄
茶
色
が

認
め

ら

れ
る

こ

と

か

ら
、

肉

身
と

同
じ

く
絹
表
か
ら

紫
系
有

機
色
料
を

掛
け
た

も
の

と

思
わ

れ

る
。

こ

の

よ

う
に

本
図
で

は
、

鮮

や

か

な

彩
色
を
極
力
避
け

る

傾
向
が

著
し
い

。

す
る

と
、

地
面
に

生

え

る

草
の

緑
青
が

異

常
に

目

立
つ

の

は

甚
だ

訝
し

く、

赤
外
線
写
真
に

顕

れ

る

太
め
の

墨
線
と

も

不

整
合
で

、

や
は

り
補
彩
と
知
ら

れ
、

履
物
に

も
同
様
の

こ

と

が

言
え
る

。

　

と

こ

ろ

で
、

大
迦
葉
の

座
す
岩

窟
で

は
、

輪
郭
に

ゆ
っ

く
り
と

し

た

運

筆
で

う
ね
う
ね

と

続
く

、

一

種
の

重
厚
感
を

湛
え
た

線
描
を

用
い

て

い

る
。

大
き
く
丸
い

穴
の

開
い

た

厚
い

岩
壁

に

は
、

淡
墨
に

よ

る

暈
で

そ

れ

ら
の

前
後
関
係
を
巧
み

に

表
出
し

、

随
所
に

荒
々

し
い

大
小
の

墨

点
を

も
散
ら
し

て
、

ざ
ら

つ

い

た

岩
肌
の

質
感
を
殊
更
に

強
調
す
る

。

　

そ

れ

に

対
し

て

違
和
感
を

禁
じ

得
な
い

の

は
、

大
迦
葉
右
手
の

岩
壁

に

掛
か

る

布
で

あ
る

。

力
無

く
、

形
式
的
で

捕
ら
え
所
が
な
い

「

線
描

も

ど

き
」

で

描
写
さ

れ
、

そ
の

岩
壁
の

輪
郭
に
だ

け

同
じ
線
が
引
き
重

ね

ら

れ

て

い

る

と

こ

ろ

を
見
る

と
、

後
世

、

布
を

付
加
し

て

不
明
瞭
と

な
っ

た

輪

郭
を
な
ぞ
っ

た

も
の

と

判
断
で

き
る

。

そ
の

線
質
が

因
掲
陀

幅
本

来
の

衣

文
や

岩
肌
の

線
に

共
通

す
る
こ

と

は
、

短
冊
形
の

有
様
や

金
泥

線
と

と

も
に

、

甚
だ

示

唆
的
と

言
え
よ

う
。

　

い

ず
れ

に

し

ろ

制

作
当
初
の

大
迦
葉
幅
に
は

、

耳
環
・

干
し

草
・

文

様
等
の

金

泥
、

履
物
や

草
の

緑
青

、

布
の

黄
白
色
と

い

っ

た

明
る

く
目

立
つ

彩
色

は

皆
無
で

あ
り

、

極
め

て

シ

ン

プ
ル

で

仄

暗
い

画
像
で

あ
っ

一

七

四

た

こ

と

が
判
る

。

　
以

上
の

分

析
の

結
果

、

表
現
上

の

特
徴
と

し
て

挙
げ
得
る

の

は
、

旺

盛
な

描

写

力
で

大
迦
葉
の

異
様
な
姿
を

執
拗
に

表
す

、

妥
協
の

無
い

制

作
態
度

で

あ
る

。

そ

れ

に

よ

り
細
部
に

至
る

ま
で

容
赦
無
く
描
き

切
っ

て

い

て
、

完
成
さ

れ

た

実

在
感
が
見
る

者
を
圧

倒
す
る

。

　
一

方
、

技
法
上
の

特
徴
は
、

墨

線
や

淡
墨
の

暈
に

よ

る

陰
影
を

駆
使

し

た

立

体
的
表
現
に

あ

る
。

特
に

肉

身
の

墨

線
の

使

用

法
は

、

定
型
に

捉
わ

れ

な
い

自
由
自

在
な

趣
致
を
呈
し

て

お

り、

大

衣
の

鋭
い

線
描
や

岩
窟
の

抑
揚
に

富
む

そ

れ

は

大

胆
か
つ

的
確
で

、

迫

力
に

満
ち

た

画
面

を

作
り
出
し

て

い

る
。

　

そ
し

て
、

こ

の

二

つ

の

特
徴
が

見
事
に

融
合
す
れ

ば
こ

そ
、

本

図
か

ら

感
受
さ
れ
る

、

厳
し
く
張
り
つ

め

た

凍
る

よ

う
な

雰
囲
気

が

醸
成
さ

れ
た

の

で

あ
ろ

う
。

　

で

は
、

こ

う
し

た
特

徴
を

有
す
る

本
図

は
、

絵
画
史
上

に

ど

の

よ

う

な

位
置
を
占
め
る

の

で

あ
ろ

う
か

。

こ

こ

で

試
み

に
、

仁
和
寺
所
蔵
国

宝

孔
雀
明
王
画
像
と
比

較
し
て

み

た
い

。

お

わ

り
に

絵
画
史
上

の

位
置

　
仁
和
寺
本
の

制
作
年
代
は

、

従
来
北
宋
末
期
と
さ

れ
て

い

た

が
、

彼

図
に

認
め

ら

れ
る

色
調
の

細
や

か

な
変
化

、

金

泥
文
様
を
多
用
し
た

煌

き
の

表
出

、

穏
や

か
さ
に

終
始
す
る

線
質
と

い

っ

た

諸

特
徴
は

、

あ
く

ま
で

明
る

く
伸
び

伸
び

と
し
た

雰
囲
気
を

醸
し

出
し

て

お

り
、

緻

密
に
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凝
縮
す
る

そ

の

時
期
の

様
式
と
は
一

線
を

画
し

て

い

る
。

加
え
て

、

随

所
に

垣

間
見
え
る

美
意
識
と

技
術
の

高
さ

、

良

質
な

素
材
の

み

を

選
ぶ

資
金

力
に

鑑
み

れ

ば
、

政
治

的
混

乱
の

只

中
と

は

考
え

難

く、

む

し

ろ
、

宮
廷
内
に

画
院
が
設
置
さ

れ
、

南

宋
美
術
が

花
開
き
始
め

た

十
二

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
（

2）

世
紀
半
ば
と

す
る

の

が
、

最
も
蓋
然
性
が

高
い

。

　
こ

の

よ

う
に
】

貫
し
て

光
耀
を
追
求

す
る

仁
和
寺
本
に

対
し

、

大
迦

葉
幅
で

は

陰
影

、

つ

ま

り
寒
々

し

い

暗
さ

の

表
出

に

拘
泥
し

て

い

る
。

ま

た
、

彼
図

が

線
描
の

主

張
を
極
端
に

抑
え
て

色
彩
を

重

視
し

て

い

る

点
も

、

墨

線
を
自

在
に

操
る

本
図
と

は

正

反
対
の

嗜
好
と

言
い

得
る

。

　
い

ず
れ

も
、

描

く
対
象
の

相
違
に

惹
起
さ

れ

る

範
疇
を
遙
か
に

逸
脱

し

て

対
照
的
で

あ
り

、

温

暖
な

気
候
の

も
と

で

芽
生

え
た
新
た

な
感

覚

を
看
取
さ
せ

る

仁
和

寺
本
の

明
澄
性
や

開
放

感
と

は

対
極
に

あ
る

大
迦

葉
幅
を

、

南
宋
に

置
く
こ

と

は

到
底
で

き
な
い

。

　

そ
こ

で
、

仁
和
寺
本
か

ら

遡
る
こ

と

お

よ

そ
八

十
年

、

北
宋
熙
寧
五

年
（

一

〇

七
二
）

銘
を

持
つ

台
北
故

宮
博

物
院
所

蔵
郭
熙
筆

早
春
図
を

見
れ

ば
、

墨
の

濃
淡
を

巧
み

に

扱

う
点
で

大
迦

葉
幅

と

相

通
じ

る

反

面
、

繊
細
な

技
巧
に

終
始
す
る

余
り

、

と

も
す
れ

ば

弱
さ

に

も
繋
が

る

大
人

し

さ

が

窺
わ

れ

る
。

本
図
の

厳
格
さ

は

む

し

ろ
、

北
宋
初
期
と

さ

れ

る

同

博
物
院
の

范
寛
筆
谿
山
旅
行
図
に

近
い

と

考
え
ら
れ
よ

う
。

確

固
と

し
た

基

準
作
例
に
は

恵
ま

れ
な
い

な

が
ら

、

大

迦
葉
幅
が
一

〇
〇

〇

年
前
後
の

北

宋
の

遺

例
で

あ

る

可
能
性
を

、

指
摘
し
て

お
き
た
い

。

そ

の

頃
の

わ

が

国
は

、

長

保
三

年
（

一

〇

〇

こ

銘
総
持
寺

所
蔵
国
宝

鋳

銅
刻
画
蔵
王

権
現
像
に

代
表
さ

れ

る

如
く

、

盛
ん

な

る

時

代
で

あ
っ

た
。

大
陸
文
化
の

摂

取
大
い

に

1
　
清
凉
寺
本
に

関
す
る

主

た

る

論
文

お
よ

び

解
説
類
は
、

以
下
の

通

り
。

　

 
「

筆
者
不
詳

十

六

羅
漢
畫
像
」

（
『

國
華
』

第
一

五

四

號
、

一

九

〇
二

　

年
三

月）
、

 
瀧
精
一

「

宋
畫
羅
漢
説
」

（
『

國
華
』

第
二

三
八

號
、

一

九
一

〇

　

年
三

月
）
、

 
米

澤

嘉

圃
「

十
六

羅
漢

圖
」

（
『

國
華
』

第
七

五

四

號
、

　
一

九

五

五

年
一

月
）

、

 
同

「

十
六

羅
漢
圖
」

（
『

東

洋
美
術
』

第
一

巻
、

　

朝
日

新
聞
社

、

一

九

六

七

年
四

月）
、

 
同

「

日

本
に

あ

る

宋
元

仏

画
」

　
（

『

原
色
日

本
の

美
術
二

八

請
来
美

術
（

絵
画
・

書）
』

小
学
館

、

一

九
七
一

　

年
九

月）
、

 
古
原
宏
伸
「

十
六

羅
漢

図
」

（

 
文
献
に

同
じ
）

、

 
鈴
木

　

敬
『

中
國

繪
盡
史
』

上

（
吉
川

弘
文
館

、

一

九

八
一

年
三

月
）

、

 
宮
崎

　

法
子

「

傳

奇
然
將
來

十
亠

ハ

羅
漢
圖

考
」

（

鈴
木
敬
先
生

還
暦
記
念
會
編
集

　
『

鈴
木
敬
先
生

還
暦
記
念

中
國

繪
畫

史
論
集
』

吉
川

弘
文

館
、

　一

九
八
一

　

年
十
二

月
）

、

 
高
崎
富
士

彦
「

清
凉
寺
本
十
六

羅
漢

図
」

（

『

日

本
の

美

　

術

第
二
一
二

四

号

羅

漢
図

』

至

文
堂

、

冖

九
八

五

年
十
一

月
）

、

 
宮
崎

　

法
子

「

宋
代
佛
畫

史
に

於
け
る

清

凉
寺
十
六

羅
漢
像
の

位
置
」

（

『

東
方
學

　

報
』

第
五

八

册
、

一

九

八

六

年
三

月）
。

こ

の

う
ち
 
と

 
は

、

便
宜
上

　

奥
付
の

発

行
年
月

順

に

従
っ

た

が
、

 
中
に

す
で

に

 
に

対
す
る

反

論

　

が

含
ま
れ

て
い

る

こ

と

は
、

本
文
に

述
べ

た

と
お

り
で

あ
る

。

な

お、

　

紙

数
の

都
合
上
、

図
版
等
は

別

途
参
照
さ
れ

た

い
。

2
　
高
間
由

香
里

「

仁
和
寺
所
蔵
孔

雀
明
王

画
像
に
つ

い

て
」

（

『

密
教
図

像

　

学

会

第
二

九

回

学
術
大
会

梗
概
集
』

密
教
図
像
学

会
、

二

〇

〇

九

年

　

十
二

月）

参
照

。

〈

キ
ー
ワ

ー
ド

〉

清
凉
寺
所
蔵
国
宝
十
⊥

ハ

羅
漢
像
「

尊
者
大
迦
葉
」

幅
の

様
式
年
代
に
つ

い

て

（

高

　
間
）

十
六

羅
漢
像

、

宋
代
仏
画、

齎
然

　

　
　
　
　
（
大
阪
教
育
大

学
講
師
・

博
士

（
文
学）
）

一

七
五
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